
口

問 芍に

ァ

ィ
(1) 

ウ

1 

工

(2) 
： 

(3) 

(1) 

2 (2) 

(3) 

方 式

算の 程
3 

(1) 

4 (2) 

(3) 

(1) 

5 

(2) 

(1) 

{2) 

6 

求める過

(3) 

(1) 

7 

(2) 

正 ． 正

6 

5 a -3 b 

5 x + l 1 y 
1 2 

1 8亨

-17 

x= 2, x=5 

（略）

1 5 0冗

3 

16 

（略）

（略）

コース aの道のり |35001m 

コースb り |2600jm 

辺AD，辺CD

1 4 

3 

4 

「配点」欄には，各問いの正答の場合の点数が示してある。

「採点基準及び採点上の留意事項」の欄に＊印が記されている問いを

除き，部分点を与えてよい。

部分点をどのように与えるかについては，各学校で決めるこ

例 点基準及び採 上の 意
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連立2元1次方程式， 1元1次方程

式のどちらでもよい。

5 I 5 答えの正誤にかかわらず，
程に留意して採点すること。
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冊数の少ない方から 8 目の生徒が読んだ本
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のように判断できる，図8か

2 'I れることが適切に書いてあれ
は3冊以下であること。
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